
便が出にくい時は、ご自身でロペミンの量の調節や中止をしてください

コロコロ便

硬い便

やや硬い便

普通便

やや軟らかい便

泥状便

水様便

硬くてコロコロの兎糞状の便

ソーセージ状であるが硬い便

表面にひび割れのあるソーセージ状の便

表面がなめらかでやわらかいソーセージ状の便

はっきりとした断片のあるやわらかい半分固形の便

端が崩れて、ふにゃふにゃの不定形の便

固形物を含まない液体状の便
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2

3

4
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（例）いつも午前中に下痢が起こる場合
朝食後にロペミン1カプセルを服用

いつでも服用できるようにロペミンを携帯
外出する前にロペミン1カプセルを服用

「外出時に下痢が起こらないか不安な場合」 「決まった時間に下痢が起こる場合」

下痢の状態に合わせたロペミンの使い方（例）

下痢が起こったときに服用するお薬：ロペラミド塩酸塩カプセル1mg「サワイ」

下痢を止める作用があります。
下痢が起こったら、1カプセル服用してください。

副作用・日常生活における注意点
眠気・ふらつきが現れることがありますので、自動車運転など危険
を伴う機械の操作はしないでください。

ベージニオを服用される患者さんへ見やすい場所に 保管ください

ベージニオ錠による下痢 の対応方法

（最も警戒すべき時期は「最初の1週間」です）

山梨厚生病院 乳腺外科/薬剤室

下痢のコントロール目標は、「やや軟らかい便（下図の5番）」です。

定期的に服用するお薬：ミヤBM 錠

整腸剤です。
1回2錠 １日３回 毎食後 定期的に服用します。
下痢が起こる前から予防的に服用を続けましょう。

⚫ 治らない場合、2時間以上 間隔をあけてロペラミドを1カプセル追加し、服用してください。
⚫ １日６回 使用しても治らない場合は、病院へご連絡してください。

ベージニオを服用して、下痢（⑥ 泥状便）が起きた場合

我慢せずに、ロペラミドを 1カプセル 服用と水分補給をしてください



ベージニオにより 間質性肺疾患 が起こることがあります。

注意が必要な症状：息切れ、咳、発熱

 間質性肺疾患があらわれることがあります。
    間質性肺疾患は、息切れや咳、発熱などの症状が見られます。

 間質性肺疾患は、急に重篤化して死亡に至る可能性があるため、
    早期発見と早期治療が大切です。

下記のような場合には病院に速やかに連絡しましょう

困ったら・・・リリーお薬相談窓口のご案内（365日・電話/LINE）

以下のような症状がある場合、
病院に連絡をして下さい。

□ ロペラミドを1日に6回使用

しても症状が回復しない

□ 激しい腹痛や嘔吐

□ 発熱、空咳、息苦しい

□ 飲食が出来ない

□ 血便・黒色便

□ めまいやだるさが強い

リリーお薬相談窓口のご案内（電話）

0120-526-062
365日年中無休/9時〜21時

リリーお薬相談窓口のご案内（LINE）

初回のみ登録が必要です。
その後は継続してご利用
いただけます。

0553-23-1311

山梨厚生病院

 ベージニオを服用されている
    患者さん及びご家族の皆さん、
    乳がん治療を安心して続けて頂ける
    ように支援する相談窓口です。

山梨厚生病院 乳腺外科/薬剤室

乳腺外科
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